
播磨町まちづくりアドバイザーとは

福
祉
グ
ル
ー
プ
松
原
さ
ん

播磨町では、多様化・複雑化する地域の課題やニーズにより細かく対応するため、
令和２（����）年度からまちづくりの専門職員として「まちづくりアドバイザー」
を配置しています。自治会活動やコミュニティ活動、自主的なまちづくり活動につ
いて専門的な視点から支援し、地域力の向上を図ってまいります。

播磨町まちづくりアドバイザー令和２年度報告
���� Annual Report

　

令
和
元
年
度
に
事
業
を
委
託
し
た
ご
縁
か
ら
、

防
災
と
福
祉
の
連
携
促
進
事
業
で
の
サ
ポ
ー
ト
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に
、

住
民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
が
高
ま
る
地
域
づ

く
り
に
つ
な
げ
ら
れ
た
ら
、
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
し
た
。
今
年
度
は
地
域
に
入
っ
て
事
業
を
進
め

る
こ
と
が
難
し
い
状
況
だ
っ
た
の
で
、
昨
年
度
ま

で
の
課
題
を
整
理
し
、
今
後
の
方
向
性
を
探
る
べ

く
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

佐
伯
さ
ん
に
は
、
検
討
委
員
会
の
論
点
整
理
を

含
め
、
事
業
全
般
に
関
し
て
幅
広
く
助
言
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
合
言
葉
は
、「
つ
な
が
り
ま
し
ょ

う
」
で
、
同
事
業
を
担
当
し
て
い
る
内
閣
府
や
自

治
体
な
ど
と
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
で
意
見
交
換
や
情
報

共
有
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
佐
伯
さ
ん
自

身
が
と
に
か
く
引
き
出
し
の
多
い
方
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
会
話
の
中
か
ら
ヒ
ン
ト
や
方
向
性
が
見

え
て
く
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

ま
ち
ア
ド
と
の
仕
事
で
、
気
を
付
け
て
い
る
の

は
、
頼
り
す
ぎ
な
い
こ
と
。
担
当
と
し
て
す
べ
き

こ
と
は
確
実
に
行
っ
た
う
え
で
、
助
言
を
も
ら
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
ア
ド
が
い
な

い
と
成
立
し
な
い
事
業
で
は
な
く
、
仕
組
み
と
し

て
機
能
す
る
よ
う
な
事
業
に
展
開
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。

自主勉強会の開催（� 回）
vol.�� 効果的な会議の進め方
vol.�� 播磨町の防災のはなし
vol.�� 事例から知る協働のまちづくり
vol.�� 播磨町の公共施設

播磨町 まちづくりアドバイザー（企画グループ内）
〒���-���� 兵庫県加古郡播磨町東本荘 � 丁目 � 番 �� 号

電話番号：���-���-����（内線：���）
メール：machiad@town.harima.lg.jp

庁内での業務

人材育成基本方針の策定
人材育成基本方針と評価の仕組
みについて、ワークショップの
ファシリテーターを務めました。

各種研修会講師
行政評価研修、新任教員研修等
で Harima to the Future を活用
した研修をおこないました。

播磨町
HAR IMA - TOWN

職員
より



自治会長アンケート

自治会運営手引プロジェクト会議

自治会長の情報共有システムの導入

　アンケートの結果、「自治会役員の負担軽減」
を求められていることが明らかとなったため、
その一助として自治会長向け手引をつくること
としました。　
　作成にあたって自治会長に呼びかけたところ、
�� 名の有志の方が自主的にプロジェクトチーム
に参加してくれました。プロジェクト会議での
議論の結果、「初めての自治会長が安心できる実
用的なもの」をめざすこととなりました。
　��� 部 を 発 行 し、各 コ ミ セ ン か ら 令 和 ３

（����）年度の自治会役員に配布しました。

　自治会長同士での情報交換の機会づくり、町に提出する各種書類の様式等の保管場所として、グルー
プウェア（サイボウズ office）の運用を開始しました。よくある Q&A や情報交換に活用していく予定です。

・播磨町長期総合計画審議会

・ 播磨町高齢者福祉計画及び介護保険事業計画
　　　　　　　　　　　　　　　　   策定委員会

・播磨町生涯学習推進計画（第３次）策定委員会 

・ 播磨町教育振興基本計画検討委員会

指定管理者、利用者、地域住民、町で話し合う場をつくりました。４回の
会議を経て、現在の課題、利用者の現状を把握し、いきいきセンターにこ
れから求められる機能やあり方について検討を進めました。

福祉会館が多様な住民の拠点となるように、登録団体との協働の方法や、
居場所となるように館内の備品レイアウトなどについてアドバイスをおこ
ないました。また、直営 � 年目であり、広報物を刷新することから、パン
フレットのデザインについて支援しました。

・広報はりま「まちアド通信」連載
　　　　　　　　　　　　（����.��～����.��）

・まちアドレポート発行（３回）
・サンテレビ「ひょうご発信！」 IDO カフェ 　
　　　　　　　　　　　　　（����.�.�� 放送）

・ISV（インハウススーパーバイザー）協会
　　　　　　　　　　オンラインインタビュー

委員会・審議会等への参加 広報・情報発信

地域コミュニティに関すること自治会に関すること

・福祉会館の活用について

・メディカルフロアの活用について

・健康いきいきセンターの今後のあり方について

公共施設に関すること日時

����.��.�� ・内容のアイデア出し

・手引の目的の設定

・素案から方向性の確認

・原稿の確認➀

・原稿の確認➁

・最終校正

プロジェクト会議の様子 会議の内容はホワイトボードに
残していきました 完成した手引

プロジェクト会議のスケジュール

結果をまとめた冊子を発行
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内容

防災と福祉の連携促進事業
検討委員会の論点整理や今後の業務
の進め方について長期的な視点での
アドバイスをおこないました。

石ケ池公園パークセンター
パークセンターの活用として、日替
わり店長によるカフェの運営、イベ
ント開催等をアドバイスしました。

認知症サポーター支援事業
認知症サポーターに向けた講演で講
師を務め、今後のサポーターの自立
についてアドバイスしました。

生活支援コーディネーターと
の協働した講座企画
地域の担い手発掘を目的として、野
添区で連続講座を企画しました。

　播磨町には �� 自治会があります。それぞれの
実態を把握するため、「播磨町の自治会活動に関
する実態調査アンケート」を自治会連合会が主
体となって実施しました。各コミセンに回収を
お願いしたところ、回収率は ���% でした。
　こ の ア ン ケ ー ト 調 査 に
よって、播磨町の自治会が
抱えている課題が明らかに
な り ま し た。結 果 は 右 記
QR コードからご覧くださ
い。


